
 

 

 

 

 

中津工場が労働安全衛生マネジメントシステムの国際規格 

ISO45001認証を取得 
2025年 6月 3日 

 
三菱ふそうトラック・バス株式会社（本社：神奈川県川崎市、代表取締役社長・CEO：カール・
デッペン、以下 MFTBC）は､中津工場(神奈川県愛川町)において、労働安全衛生マネジメント
システムの国際規格「ISO45001:2018」(以下 ISO45001)の認証を取得しました。 
 
ISO45001は国際標準化機構(ISO)が策定した、働く人の労働に関連する負傷・疾病の予防、
および事業者が安全で健康的な職場を提供することを達成するための仕組みとその運用方
法を定めた世界共通の枠組みです。経営層による安全衛生方針の表明、危険性または有害
性等の調査およびその結果に基づき講ずる措置、関連する法規制の順守、安全衛生目標の
設定、安全衛生計画の作成・実施・評価および改善などにおいて、PDCA サイクルによる継続
的な改善の実施を要求しています。 
 
MFTBC は ISO45001の仕組みを活用し、ケガをしない、ケガをさせない自主的な安全衛生管
理体制の構築と安全衛生に係るプロセスの標準化を進めます。それにより「働く人が安心・安
全に働ける職場環境」を整備して労働災害・業務上疾病の撲滅を目指すとともに、生産性お
よび品質の安定的な向上に貢献します。今後、川崎製作所(神奈川県川崎市)でも ISO45001
の取得を目指します。 
 
MFTBC は2023年7月に健康経営宣言を行い、労働安全衛生活動の推進のための安全衛生
方針にも、健康経営を推進する旨を明記しています。安全体制の確立とともに、社員やその
家族の心身の健康増進に取り組む体制・文化を構築・維持し、また疾病予防・健康増進を経
営課題の優先事項ととらえることで、社の持続的成長に貢献することを目指しています。また、
2025年には「健康経営優良法人2025」に選定されました。 
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三菱ふそうトラック・バス株式会社について 

三菱ふそうトラック・バス株式会社（MFTBC）は、川崎市に本社を置く商用車メーカーです。ダイムラート

ラック社が89.29%、三菱グループ各社が10.71%の株式を保有しています。90年以上の歴史を持つ

FUSO ブランドのトラックやバス、産業用エンジンを世界約170の市場向けに開発・製造・販売していま

す。日本初の量産型電気小型トラック「eCanter」による電動化や、運転自動化では大型トラック「スー

パーグレート」に国内商用車初の SAE レベル2相当の高度運転支援技術を実装するなど、先進技術の

開発に積極的に取り組んでいます。 


